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議 事 録 会議等名称 平成２６年度 第３回 伊那市子ども・子育て審議会 日 時 平成２６年１２月４日（木） 午後６：３０～７：３０ 場 所 市役所 ５０１会議室 欠 席 者 滝芳樹委員 諮 問 保育料について 議 題 （１）伊那市子ども・子育て支援事業計画（素案）について （２）その他 議 事 内 容 
３ 諮問 ＜事務局＞ 諮問内容について資料Ｎｏ１、資料Ｎｏ２で説明をする。  ≪質疑応答≫  ＜委員長＞  各委員へ質疑を求める。 ＜委 員＞  １６歳未満の子どもが３人の場合２階層引き下げとなるが、保育料は現行に比べ引き下げとなるのか。また、１人や２人の場合はどうなるのか。 ＜事務局＞  ３人の場合は、資料Ｎｏ１の「基本的な考え」の２に示した方法を適用することにより、現行とほぼ同額となる。２人以内の場合はあまり変わることはない。 ＜委 員＞  資料Ｎｏ２の円グラフによると、階層が上がる世帯があるようだが、どういった理由か。 ＜事務局＞  国の徴収基準額を適用した場合の比較である。市の基準に多子世帯に対する軽減を講ずることにより、ほぼ現行と同額となる。 ＜委員長＞  重要な内容である。委員全員の意見を伺いたい。 ＜委 員＞  負担増とならないよう工夫されている。良いのではないか。 ＜委 員＞  子どもが３人いる。現行水準であることはありがたい。 ＜委 員＞  現行と変わらなければ良いのではないか。 ＜委 員＞  負担増とならないことはありがたい。 ＜委 員＞  保護者の負担増とならないようにしてほしい。 ＜委 員＞  変更がなければ良いのではないか。みなし年少扶養控除が廃止されることに対する対策として減額される 1,600 万を含めての軽減とあるがいかがなものかと考えるけれど、これで良いのではないか。  ＜委 員＞  工夫している。また、努力もしている。  ＜委 員＞  多子世帯に対する配慮は重要だ。   ＜委 員＞  細分化され、きめ細やかな対応が可能となる。９階層と１０階層の保育料に大きな差があったが、改善された。良いのではないか。 
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  ＜委 員＞  階層を増やすなど配慮されている。良いのではないか。  ＜委 員＞  具体的なケースが見えてこないが、きめ細かく、配慮もされているのではないか。子育て世帯に、子どもを多く持ちたいと意欲の持てるようにしてほしい。  ＜委 員＞  工夫されている。値上げとなると抵抗はあるが、これなら納得できるのではないか。        今後の保育園運営に影響のないようにしてほしい。  ＜事務局＞  保育園の統合整備を進めている。また、経費の削減に努めている。運営に影響のないようにしたい。  ＜委 員＞  よく考えている。子育て世帯の応援になるのではないか。  ＜委員長＞  日を改め審議のうえ賛否を問うことも可能だが、本日賛否を問いたいがいかがか。  ＜各委員＞  異議なし。  ＜委員長＞  諮問された保育料に賛同する委員に挙手を求める。  ＜各委員＞  全員挙手    ― 休憩 ―  ＜委員長＞  事務局に答申案の説明を求める  ＜事務局＞  答申案の説明  ＜委員長＞  答申案に賛同を求める。  ＜各委員＞  賛成   
４ 協議事項 （１）伊那市子ども・子育て支援事業計画（素案）について ＜事務局＞  事業計画（素案）により説明をする。  ≪質疑応答≫  ＜委員長＞  各委員へ質疑を求める。  ― 質問・意見なし ― 
 （２）その他 
 ＜事務局＞  なし。 ＜委員長＞  委員から何かあるか。 ＜各委員＞  なし。     
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５ その他 

 ＜事務局＞  答申について、次の提案をする。 ①� 日時を１２月１５日（月）午後１時３０分からとしたいこと。 ②� 答申は委員長と副委員長が代表すること。 ＜各委員＞  了解     


